
第４９回オール信州アマチュアゴルフ選手権大会予選競技 

 

期 日：令和８年９月３日（木） 

会 場：信濃ゴルフ倶楽部 

 

本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルールと競技の条件を適用する。 

本書に記載のない事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場で

の掲示物に掲載されるので必ず参照すること。 

ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルル

ールと競技の条件の違反の罰は、「一般の罰（２罰打）」となる。 

 

ローカルルール 

１．アウトオブバウンズ（規則 18.2） 

アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。 

２．異常なコース状態(動かせない障害物を含む)（規則 16） 

（a）修理地。 

（１）青杭を立て、白線で囲まれた区域。 

（b）動かせない障害物。 

（１）排水溝。 

（２）複数の動かせない障害物が接している場合、それらはひとつの動かせない障害物とし

て扱われる。 

 ３．プレー禁止区域 

１７番ホールのグリーン手前のレッドペナルティーエリアはプレー禁止区域とする。球がこのエ

リア内にある場合、規則 17.１eに従って処理しなければならない。 

４．クラブと球の規格 

（ａ）ストロークを行うために使うドライバーは R&A が発行する最新の適合ドライバーヘッド

リストに掲載されているクラブヘッド（モデルとロフトで識別される）を持つものでなけ

ればならない。 

（ｂ）ストロークを行うために使う球は R&A が発行する最新の適合球リストに掲載されていな

ければならない。 

このローカルルールの違反に対する罰：失格 

 ５．プレーの中断と再開（規則 5.7） 

（a）即時中断（落雷等、切迫した危険がある場合） 

委員会がプレーの中断を宣言した場合、すべてのプレーヤーは直ちにプレーを止めなけれ

ばならず、委員会が再開するまではストロークを行ってはならない。 

このローカルルールの違反に対する罰：失格  

（b）通常の中断（日没やコースがプレー不能） 

ゴルフ規則 5.7ｂ.ｃ.ｄに従って処理すること。 

（c）プレーの中断と再開の合図 無線で各カートに連絡する。 

 

 ６．移動 

   プレーヤーは乗用カートに乗車することを認める。 

 

７．練習（規則 5.2） 

   ホールとホールの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 

   終了したばかりのグリーンやその近くで練習ストロークを行う。または、終了したばかりのグリ

ーンをこすったり、球を転がすことによってグリーン面をテストする。 

 

 



８．キャディー 

   プレーヤーはラウンド中キャディーを使用してはならない。 

このローカルルールの違反に対する罰：プレーヤーはキャディーに援助してもらったその各ホー

ルに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きたり、ホールとホールの間まで

続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 

   

 

競技の条件 

１．プレーの条件 

(a)１８ホール・ストロークプレー 

(b)使用ティ：黒マーク 

 ２．通過者 

上位４０位タイまでが決勝大会への出場資格を得る。通過者が決定した後に欠場者が生じた場合、

各予選会場より、次点から上位６名まで順次繰り上げての出場資格を得る。繰り上げ対象者には

通知する。同スコアの場合にはマッチングスコアカード方式にて順番を決定する。マッチング対

象ホールは 10 番～18 番とする。 

 ３．スコアカードの入力および提出（ノンカード方式） 

カートナビゲーションシステムに毎ホール終了後に入力する。（入力スコアの正誤確認のためマ

ーカーの指定を行います。）１８ホール終了後は組全員で入力スコアを確認すること。送信した

スコアを元に、スコアの提出はスコアリングエリア方式を採用する。ルール上の申告や裁定を仰

ぐ場合は、１８ホール終了後に競技委員に申し出ること。 

※スコアリングエリアは、マスター室前からクラブハウス内に入った場所に設置する。各組各自

のアテスト用スコアカードを確認及び署名して提出すること。スコアリングエリアを離れた時点

でスコアは修正できない。 

 ４．競技終了時点 

競技委員長が成績表に署名した時点をもって終了したものとみなす。 

５．競技の成立 

悪天候でプレーが中断または中止になった時の競技の成立、順位の決定については競技委員会が

これを決定する。 

 

 

注意事項 

  １．グリーンに著しく損傷を与えるシューズはプレーの途中であっても使用禁止とすることがある。 

  ２．プレーヤーにエチケット違反、または非行があった場合には「行動規範」に基づいて制裁を受

けることがある。また、重大な非行があった場合には規則 1.2a、および 20.2 に基づいて失格と

する場合がある。 

  ３．打放し練習場においては備付けの球を使用し、1人２４球を限度とする。 

  ４．携帯電話の使用は緊急連絡時以外禁止とする。 

  ５．ハーフ終了後休憩が入ります。 

  ６．アプローチ・バンカー練習場は使用禁止する。 

  ７．クラブハウス開場時間は６時３０分とする。 

  ８．ホールロケーションはカートナビゲーションシステムにホール毎表示する。 

 ９．リーダーズボードは閲覧可能とする。 

 １０．成績表は信濃ゴルフ倶楽部のホームページに競技終了後アップすることにより確認可能となる。 

 

競技委員長  柄沢 洋一 


